
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 春野 小学校 ）     学校番号 ７８                            【様式】 
目 指 す 学 校 像  元気いっぱい 笑顔いっぱい 感動いっぱい 春野っ子        

          

重 点 目 標 

１ 学ぶ楽しさや喜びを味わい、互いに磨き合うことができる学校 
２ 安全に配慮し、美しく整えられた環境づくりがなされている学校 
３ 家庭・地域との連携を深め、地域と共に生きる学校 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月７日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

（現状） 
○全国学力・学習状況調査や市の学習状況調査で
は、国語、算数ともに全国、市平均と比べ概ね
やや下回っている結果である。 

○市の学習状況調査において、主体的に学習に取
り組む態度に関する肯定的な回答をした児童の
割合は、国語は高いが、他教科ではやや低い。 

（課題） 
○全国学力・学習状況調査の結果分析から、特に
国語の「読むこと」、算数の「数と計算」、理
科の「エネルギー」領域等、主に「知識・技
能」に関する設問について、結果の二極化傾向
が見られる。 

○日頃の学習の様子から、色々な事柄に興味関心
をもって取り組む児童が多いが、長い時間集中
して取り組むことが苦手な児童が多い。 

 

・学びの自律化
に向けた情報
端末の活用、
授業改善 

 
 
 
 
 

①国語、算数について、スタディサプ
リ、ドリルパークなどの学習への取
組状況を基に学習相談を実施して、
児童が目標をもって学習できるよう
にする。 

②全国学力、学習状況調査について、児
童が自己採点を行い、その結果を情
報端末上のシートに入力すること
で、児童が自らの学習状況を把握で
きるようにする。 

①学校運営評価の保護者アンケートにお
いて「基礎学力を高めるために工夫し
た学習指導を行っている」について肯
定的な回答をする保護者の割合が８
０％以上となったか。 

②児童が自己採点の結果を基に、自らの
学習状況をつかみ、目標を立て、達成
に向けて行動できるようになったか。 

①国語、算数について、スタディサプリ、ド
リルパークなどの学習への取組状況が学年
間に差があった。個人面談の際に学習相談
を含めて行うことで児童の困り感に寄り添
うようにした。（アンケート結果７４％） 

②全国学力、学習状況調査について、児童が
自己採点を行い、その結果を情報端末上の
シートに入力することで、児童が自らの学
習状況を把握できるようにし、振り返らせ
ることができた。 

Ｂ 

①国語、算数について、スタディサプ
リ、ドリルパークなどの学習への取
組状況が学年間に差があった。個人
面談の際に学習相談を含めて行うこ
とで児童の困り感に寄り添うように
していく。 

②自己採点結果の振り返りから、具体

的な目標をどのように持たせるのか

の工夫が必要である。  

・個人面談では、十分な時間を

確保し、児童の困り感を聞き

出すことが大切である。 

・児童が自分の課題について、

自分で理解し、担任と課題を

共有できるような方法がとら

れるとよい。 

・子どもの活字離れは深刻であ

る。活字に親しむ機会や場を

学校が提供していくことはよ

い取組である。 

・タブレット以外の方法での個

人差を解消する取組に期待し

たい。 

・学ぶ楽しさを
実感し、学習
習慣を身に付
ける「朝学習
の時間」の定
着 

 

①「朝学習の時間」で、タブレットの活
用を核とした「ＩＣＴタイム」と「基
本の時間」において、学力を向上させ
る。 

 
②教員と児童が共に学び、試行錯誤しな
がら、現代的な課題の解決を目指す学
習を行う。 

①本校独自の「基礎学力調査アンケー
ト」において、主体的に学習に取り組
む態度と技能の定着について、肯定的
な回答をする児童の割合が８０％以上
となったか。 

②朝の学習習慣が定着し、落ち着いた雰
囲気の中で、学習に取り組む姿が見ら
れるようになったか。 

①「課題発見」「調べる」「発表を聞く」
「次への意欲」「アドバイスを生かす」な
どの項目で目標８０％を上回った。 

②全体的には、朝の学習習慣は定着してきた
が、落ち着いた学習習慣が整わない児童の
増加が気になる。 

Ｂ 

①「ＩＣＴタイム」はほぼ計画通り実
施することができ、児童のスキルも
向上してきたので、授業内での活用
が今後の課題である。 

②朝の学習の時間から、落ち着いた学
習習慣を整わせるための手立てを工
夫していく。 
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（現状） 
○全国学力・学習状況調査において、「学校に行
くのが楽しい」の質問に肯定的な回答をした児
童の割合は、全国、市平均をやや上回ってい
る。 

○昨年度、施設・設備の不具合等が主な原因と考
えられる児童のけが、救急搬送を伴うもの、交
通事故は０件であった。 

（課題） 
○コロナ禍によるストレスや不透明感、生活の変
化が児童の心身に与える影響が大きいことか
ら、教室に入れない児童、保健室登校等につい
て、今後も児童一人ひとりの状況を的確に把握
し、適切なタイミングで組織的に支援・相談し
ていく体制、仕組みづくりが課題である。 

 

・児童一人ひと
りへの細やか
な教育支援・
相談に向けた
校内体制充実 

 
 
 

①情報端末を活用して児童向けアンケー
トや面談等の記録を蓄積し、児童一
人ひとりの状況を継続的に把握でき
るようにする。 

②教育支援・相談に係る校内委員会で、
ＩＣＴを活用することで、蓄積した
情報を基に児童の状況を緩やかに把
握、分析し、適切なタイミングで組
織的に支援、相談を行う。 

①毎月の校内委員会において、情報端末
を活用して児童一人ひとりの状況を継
続的に把握することができたか。 

 
②学校運営評価の保護者アンケート「学
は子どもの悩みやトラブル等について
適切に対応している」の肯定的な回答
の割合が７０％以上となったか。 

①毎月の教育相談・生徒指導委員会におい
て、情報端末を活用して児童一人ひとりの
状況を継続的に把握することができ、効果
的な手立てについて情報共有することがで
きた。 

②毎月の校内委員会では、専門職からの助言

も頂きながら、報告だけで終わらず、支援

策・対応策まで検討したことで、効果が得

られた。（アンケート結果８０％） 

 

 

 

 

Ｂ 

①学年や担任が変わっても、児童一人
ひとりに継続的な支援ができるよう
なシステムができてきたので、継続
性が課題である。 

②限られた職員数で、支援が必要な児

童や保護者が増えていく現状にどの

ように対応していくか、保護者・家

庭との連携を工夫していく。 
 

・協議会として市教委に、ＳＣ

やＳＳＷの常駐化を強く要望

する。 

・協議会として市教委に、教員

の加配を強く要望する。 

・児童が自分自身について、理

解することができると、さら

に自主的になるのだが、動機

づけが難しい。 

・対面以外の方法など、教育相

談の方法や内容を工夫するこ

とも解決の糸口となる。 

 

・安全な生活の
実現に主体的
に取り組む児
童の育成に向
けた教育活動
の充実 

 
 

①情報端末を活用し、登下校・校内にお
けるケガの発生場所、件数、原因な
どを分析し、教職員・児童・保護者
と結果を共有できるようにする。 

②課題の解決策について、「学校保健委
員会」や「学校運営協議会」で協議
し、安全安心な学校生活への意識を
高める。 

①児童委員会とも連携し、児童が主体的
に取り組む活動を計画的に実施する。 

 
②学校運営評価の保護者アンケートで
「学校は環境を整え、落ち着いた学校
づくりに取り組んでいる」の肯定的な
回答の割合が８０％以上となったか。 

①養護教諭、保健委員会とも連携し、ケガの
発生場所、件数、原因、学年などを「ケガ
マップ」として掲示し、保健コーナーの充
実を図り、児童の意識を高めることができ
た。 

②毎月の安全点検の徹底を行い、危険個所を
未然に把握し、対応することができた。
（アンケート結果７５％） 

 

 

 

Ｂ 

①児童の大きなけがや事故、救急搬送
などはなく、安全点検の修繕箇所も
減ってきているが、保護者の満足度
は高くなく、より一層の改善が求め
られている。 

②エアコンやトイレなど大規模なもの
への要望が多く、タブレットやネッ
ト接続環境の要望も多く、課題であ
る。 
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（現状） 
○目指す児童の姿について共通理解を図り、検討
を積み重ね、春野小の児童を地域全体で育てて
いくことを共有した。 

（課題） 
○学校運営協議会で共有した目指す児童の姿を、
家庭、地域に広め、地域に住み、地域に集う全
ての人々と共有できるようにする。また、児童
に育てたい力についてさらに検討し、その実現
に向けた方策を定め、継続的な行動に向けて取
り組む。 

・目指す児童の
姿を地域全体
で共有するた
めのＩＣＴ活
用、教育活動
の公開 

①本校ＨＰ内に、ＰＴＡに関するページ
を作成し、学校とＰＴＡの連携を強化
し、保護者・地域と一体になって児童
を育てる姿勢を明確にする。 

②学校行事等について、学校に関わる
人々がＨＰで閲覧できるようにし、学
校の教育活動や児童の成長に対する関
心を高める。 

①学校ホームページで児童の活動を週１
回の頻度で更新するとともに、配布物
の電子化を進める。 

②学校運営評価の保護者アンケートで、
「学校では家庭への連絡をきめ細かく
行っている」と回答する割合が８０％
以上となったか。 

①学校ホームページで児童の活動を週１回の
頻度で更新することができた。配布物の電
子化も順調に進めることができた。 

②職員間で確認を徹底したことで連絡忘れ・

遅れが少なくなった 

（アンケート結果８３％） 

Ｂ 
①学校ホームページの週１回の更新を
引き続き実施し、学校の教育活動へ
の理解と周知を図っていく。 

②配布物のアプリの活用を検討し、配
布物の電子化をより一層推進してい
く。 

 

・田んぼの取組は非常によい取

組だが、暑さ対策等について

工夫が必要である。 

・子どもが自分を表現する力は

どのように育っているか。 

・地域のまつりへの参加者が増

えてきた。今後も引き続き、

増えていってくれるとよい。 

・学校からの配付文書は、電子

と紙とを目的や場合に応じて

使い分けるといよい。 

・児童の自律と
望ましい人間
関係の構築に
つながる、継
続的な取組に
向けた異学年
交流、集団活
動の充実 

①学校自己評価アンケートを年１回実施
し、学習状況調査の結果分析等の客観
的データも用い、児童の自律につなが
る教育活動について工夫改善する。 

②社会情勢を鑑みながら、各学年に応じ
た目標を設定し、各リーダーを中心と
した「なかよしタイム（縦割り活
動）」を実施する。 

①学校自己評価に係る保護者アンケート
で「子どもが自分でよく考えたり体験
したりする授業を行う」の肯定的な回
答の割合が８０％以上となったか。 

②学校自己評価に係る保護者アンケート
で「子どもに思いやりのある心が育っ
ている」の肯定的な回答の割合が８
０％以上となったか。 

①ねらいや目的について、学校課題研修や学
校行事と関連させることで、工夫改善を行
うことができた。 

（アンケート結果８８％） 
②異学年交流やペア学年活動をコロナ前に戻
し、実施することができた。 

（アンケート結果８７％） 

Ｂ 

①ねらいや目的を明確にした教育活動
を、児童の実態に応じてさらに工夫
改善していく必要がある。 

②児童の主体性を育む異学年交流やペ
ア学年活動について、さらに工夫改
善を行っていく。 
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（現状） 

○情報端末をはじめとしたＩＣＴの活用方法につ

いて、校内研修を重ね、研究授業等において

も、活用事例を蓄積してきた。 

（課題） 

○ＩＣＴの活用について、教員間で取組の差が見

られる。誰もが学び続けることができる職場環

境へと工夫改善を進める。 

・一人ひとりが

持ち味を発揮

し、強みを発

揮し、弱点を

カ バ ー し あ

う、学校に集

う誰もが居心

地のよい集団

の創造 

①年間を通して、エバンジェリストを中

心に、ＩＣＴだより・動画を発行し、

全ての教員の指導力を向上させる。 

②一人ひとりの教員が年間を通して取り

組む授業改善の目標を設定し、目標達

成に向けた授業を年１回以上と、研究

授業・協議会をブロック学年で１回ず

つ実施する。 

①全ての教員が「主体的・対話的で深い

学び」の実現を目指し、日常的にＩＣ

Ｔを活用する状況になったか。 

②全ての教員が、自らの目標に向けて授

業改善策に取り組み、児童の実態調

査・アンケート結果において、８０％

以上の教員が肯定的な評価８０％以上

を達成することができたか。 

 

①朝のＩＣＴタイムを計画的・継続的に実施

することができ、学校課題研修においても

活用を図ることができた。 

②全ての教員が、一人一授業を校内研究と関

連づけ実施することができ、授業改善に組

織的に取り組むことができた。ＩＣＴを活

用した、授業改善に取り組み、指導力の向

上を図ることができた。 

（アンケート結果９２％） 

 

Ｂ 

①タブレットの破損・修理に対し、不

足分を学校全体でどのように補い、

児童の学習を保証していくかについ

て工夫していく。 

②教員自らが主体的に学び、深めてい

く校内研修の方法や内容について、

より一層の研修の工夫改善を行って

いく。 

 

 

・子どもの躾は本来、家庭で行

うものであり、そうした話を

保護者に話せる場が欲しい。 

・児童委員や民生委員との連携

を密にできる場があるとよ

い。 

・アンケートの回収率をあげる

工夫が必要である。 

・子どもの学習の達成度や進捗

状況が分かりにくい。 

 


